
　

以下の2種類のアップデートが必要になります。

アップデート名 対象OS

Ⅰ.プログラムアップデート 　※1 Windows７、8、8.1、10 

Ⅱ.データベースアップデート　 　※2 Windows７、8、8.1、10

※1 プログラムアップデートは、下記システムが対象になります。

      最新の修正プログラムをダウンロードして適用してください。

　　　　・ＲＣ数量積算システム「ＦＫＳ／ＲＣ」　Ver.9

　　　　・ＲＣ数量積算システム「ＦＫＳ／ＲＣ」　Ver.8

　　　　・仕上数量積算システム「ＦＫＳ／ＦＮ」　Ver.8

　　　　・仕上数量積算システム「ＦＫＳ／ＦＮ」　Ver.7

　　　　・鉄骨数量積算システム「ＦＫＳ／ＳＴ」　Ver.4

　　　　・見積書作成システム「KYOEI ＣＯＭＰＡＳＳ」Ver.7

※2 データベースアップデートは、Windows10以外は必須ではありません。

　　　ただし、アップデートを適用したPCの圧縮ファイル形式の物件データは

　　　アップデートを適用していないＰＣでは読込ができません。

　　　物件データの受け渡しが発生する場合は、Windows7,8,8.1のPCでも

　　　アップデートを適用していただく必要があります。

１.スタンドアロン環境（データ、マスタも同じＰＣ）

　Ⅰ、Ⅱのアップデートを実行します。

２.クライアントサーバー環境（データ、マスタが異なるＰＣ）

　①クライアント環境でのセットアップ

　　Ⅰのアップデートを実行します。

　②サーバー環境でのセットアップ

　　Ⅱのアップデートを実行します。

【注意事項】

・データベースアップデートは、ＰＣ環境、データ数などにより時間が掛かります。

　約３０分～約２時間 止まっているように見えますが強制終了しないでください。

・強制終了すると、ＰＣの動作が極端に遅くなったり、システムが動作しなくなる

　場合があります。

Windows10対応 アップデート手順



Ⅰ．データベース(SQL Server2014)アップデート　セットアップ

データベース(SQL Server2014)アップデートは、FKS/COMPASS共通のセットアップです。
他のFKS/COMPASS製品で以下のセットアップを行っている場合は、セットアップは必要ありません。

（１） ホームページより Windows10対応アップデート をダウンロードします。

Windows10対応 の 【重要】 SQLServer2014 Upgrade を開きます。

SQLServer2014Upgrade用.exe を選択して、ダウンロードします。



（２） ホームページよりダウンロードした「SQLServer2014Update用.exe」を
ダブルクリックで実行します。

（３） ファイルの展開先フォルダを変更します。
「参照」ボタンをクリックします。

Cドライブを選択し、「OK」ボタンをクリックします。



展開先のフォルダが「C:\」に変更されていることを確認し、「展開」ボタンをクリックします。

（４） コントロールパネルのシステムを開き、システムの種類を確認します。
下記は64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの例です。

「64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ」 または 「32ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ」 のどちらか確認します。

（５） 下記のＵＲＬより、SQLServer 2014 のダウンロードサイトを開きます。

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=53167

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=53167


（６） 「ダウンロード」ボタンをクリックします。

（７） ダウンロードするプログラムにチェックを付けて、「次へ」をクリックします。
（４）で確認したシステムの種類によりチェックするプログラムが異なります。

①64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ の場合
「SQLEXPR_x64_JPN.exe」にチェックを付けて、「次へ」をクリックします。



②32ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ の場合
「SQLEXPR_x86_JPN.exe」にチェックを付けて、「次へ」をクリックします。

（８） ファイルをダウンロードします。



（９） ダウンロード先のフォルダを開き、ファイルをコピーします。

「フォルダーを開く」をクリックします。

「SQLEXPR_x64_JPN.exe」または「SQLEXPR_x86_JPN.exe」をコピーします。
下記は64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合の例です。



（１０） （９）でコピーしたファイルを下記のフォルダに貼付します。

①64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合
C:\SQLServer2014Update用\ISSetupPrerequisites\COMPASS SQLServer2014R1_x64

②32ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合
C:\SQLServer2014Update用\ISSetupPrerequisites\COMPASS SQLServer2014R1_x86

「C:\SQLServer2014Update用\ISSetupPrerequisites」フォルダを開きます。

（４）で確認したシステムの種類により開くフォルダが異なります。
①64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合、「COMPASS_SQLServer2014R1_x64」フォルダを開きます。
②32ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合、「COMPASS_SQLServer2014R1_x86」フォルダを開きます。

①64ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合 

 こちらのフォルダを開きます 

②32ﾋﾞｯﾄｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑの場合 

 こちらのフォルダを開きます 



（９）でコピーしたファイルを貼付します。

（１１） データ登録の解除をします。
「C:\SQLServer2014Update用」フォルダを開き、SetDettach2008All.exe をダブルクリックし実行します。

「実行」をクリックします。

確認メッセージが表示されますのでＯＫをクリックします。



終了メッセージが表示されましたら、ＯＫをクリックして閉じます。

（１２） セットアップを実行します。

「C:\SQLServer2014Update用」フォルダを開きます。

「setup.exe」 を右クリックし、「管理者として実行」します。



「インストール」ボタンをクリックします。

インストールが開始します。

ＰＣ環境、データ数などにより時間がかかります。
約３０分～約２時間止まっているように見えますが
強制終了しないでください。



「次へ」ボタンをクリックします。

「インストール」ボタンをクリックします。

「完了」ボタンをクリックします。



【重要】
以上でデータベースのアップグレードは終了ですが、
各システムごとの最新版の修正アップデートも必ず実施してください。

（１３）物件データの再登録

各システムの物件一覧画面で、「修復」を実行します。

物件を選択し、右クリックメニューの「修復」を実行します。

再登録していない物件を開こうとすると、以下のメッセージが表示されます。


